
杉山：戦中・戦後の「読書指導」：阪本一郎の場合　1

目　　次

1．はじめに
　1.1　問題の所在
　1.2　先行研究
2．幼少期から青年期まで
　2.1　文学青年として
　2.2　心理学への転向
3．師範学校時代
　3.1　錬成教師として
　3.2　『少国民錬成の心理』の執筆
　3.3　『読書指導の研究』の執筆
　　3.3.1　「読書興味の発達」の原型
　　3.3.2　読書群
　　3.3.3　図書館への着目
4．戦後の始動
　4.1　童話『うぐいすとエーゴ』
　4.2　『学校図書館の手引』の委員へ
　4.3　論文「興味とその発達」
5．読書指導の新体制

　5.1　『読書指導：原理と方法』の執筆
　　5.1.1　図書館教育
　　5.1.2　図書に適応する人格形成
　　5.1.3　基地としての学級文庫
　5.2　中田邦造との「読書指導」論争
　5.3　読書指導の新体制化
6．おわりに

1．はじめに

1.1　問題の所在
　アジア・太平洋戦争に敗戦し，連合国軍最高司
令官総司令部（GHQ/SCAP）による非軍事化政
策が実施された日本の教育改革の目玉の１つが，
学校図書館政策であった。戦前にも児童図書館や
文庫などが存在していたものの，社会科の創設と
ともに置かれた学校図書館は，読書材のほか，調
査研究のための資料を“供する”という形で，教
師や子どもたちを援助する機関となるはずであっ
た。学校図書館が，日本とアメリカ，社会教育と
学校教育の間で自らの立ち位置をどのように模索
し，どのように存立してきたのか等については，
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　敗戦後の米国による教育改革の象徴であった学校図書館政策にかかわり，『読書指導事
典』の編纂，日本読書学会の創設に携わった教育心理学者，阪本一郎（1904-1987）の読
書指導概念の形成過程を検討した。戦時期の社会教育における「読書指導」に着想を得て
いた阪本は，戦後に生活指導としての読書指導を企図した。図書館をアメリカのものと見
做した阪本と，日本の図書館側との間に齟齬が生じていた。彼は，「図書館教育」という
言葉を「読書指導」の意で用い，「図書および図書館の利用」にはむしろ否定的であった。
阪本の「読書指導」は，図書館と一線を引いた“国語の修練”の意を持ち，生徒自ら広範
な資料にあたることを避けるものであった。冷戦に入るころにはアメリカ心理学に傾倒し
ていた阪本は，評価テストで不読児の抽出を図った。語彙の標準化と，社会秩序を乱さな
い人間形成を目指した阪本は，前者を「読書」に求め，後者を「人格」と呼んだ。
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不明な点が少なくない。歴史の糸を解きほぐし，
図書館のあり方を考える材料を提示する 1）こと
が本稿の目的である。
　ここで採り上げる阪本一郎（1904-1987）2）とは，
戦後日本の学校図書館のあり方を規定したキーマ
ンの１人である。『学校図書館の手引』3）（以下，
『手引』とする）の編集委員を務め，GHQ/SCAP

の民間情報教育局（CIE）・文部省共催の教育指
導者講習会（IFEL）の講師，文部省の諮問機関
学校図書館審議会副会長となり，全国学校図書館
協議会の会長を 2期（1952-55年度）4）務めるなど，
学校図書館界の政策創設期に重要な位置にいた。
阪本は 1956年に創立された日本読書学会の起ち
上げにかかわり，1960年に同学会の 2代目会長
となった。1961年には「語彙の教育心理学的研
究」で文学博士号を授与され，1976年には国際
読書功労賞を受賞した。心理学者，言語学者，教
育学者，児童図書館研究家 5）などの様々な肩書
をもつ阪本は，執筆活動にも精力的で 400以上の
著作や論稿を書いている 6）。東京学芸大学と日本
女子大学では教授を務めた。
　輝かしい経歴と多彩な顔をもつ阪本の専門領域
が「読書指導」であった。阪本は滑川道夫ととも
に「読書指導」の啓発活動を行い，多くの教育・
図書館関係者に支持された。“人格は読書によっ
て形成される”という「読書人格」や，子どもの
発達段階に合わせて読書材を提供する「読書興味
の発達」7）は，国語教育，学校図書館，そして公
共図書館の児童サービス等に参照されている。
　本稿が阪本とその読書指導に着目するのは，阪
本と名指しされていないものの，「読書指導」に
はこれまで反対の声が少なからず上げられてきた
ためである。たとえば，石井桃子は「かつら文庫」
時代，ある母親に“読書指導はなさらないのです
か”と聞かれて憤慨し 8），代田昇は，“なぜ「読
書教育」といわないで「読書指導」というのであ
ろうか”9）と問うた。児童図書館の間崎ルリ子は，
「読書指導」が“子ども達自身に考えさせ，話し
合わせるという形をとってはいても，どうしても
指導者の判断へ子ども達を導くことに”なり，“そ
れこそ思想統制の卵みたいなもので，危険この上
もない”10）とした。間崎の言葉にみるように「読
書指導」に対する嫌悪は，戦時下に思想対策の一

環として行われたことを想起したものであった。
　したがって，戦後の「読書指導」について検討
するためには，その第一人者である阪本の考究が
避けられない。これまでの研究における阪本は，
部分的に言及される程度にとどまってきた。たと
えば教育心理学者の回想を分析した研究では，“語
彙調査に明け暮れている間に，日本は侵略戦争を
おっ始め”と述べた阪本の発言が引かれるも，一
事例の域内であった 11）。米指導者のメモ等の一
次史料から，『手引』作成までの過程を実証的に
検討した中村百合子は，戦時中の公共図書館の“コ
ンタン”を指摘した阪本の“新しい読書指導の技
術”を戦後の“改革”としている 12）ものの，阪
本の図書館教育・読書指導観については“歴史研
究にゆだねたい”と，評価を保留している 13）。

1.2　先行研究
　戦前の社会教育における読書指導や読書運動に
ついては，図書館研究内外から提出されている。
　柿沼隆志 14）は，戦時下の公共図書館が図書供
給としての貸出ではなく，読書会，巡回文庫，図
書群などの“選ばれた貸出文庫”を中心に，“読
ませるための読書指導組織”へと移行したこと，
すなわち図書館が図書供給機能から社会教育機関
へと変貌したことを指摘している。香内信子 15）16）

は，青少年の不良化防止対策のほか，読書指導意
識を，勤労青年の読書がエリート層に比べて娯楽
雑誌の“恣意的読書”にとどまることに憂慮した
とみた。奥泉和久 17）18）は，中田邦造による自己
教育としての図書群運動と，思想対策上の国民読
書運動を区別しながら，前者から後者へと変貌し
た過程を明らかにしている。
　戦時下の文化運動と言論報国会の思想戦の分析
をした赤澤史朗 19）20）は，国民読書運動が一枚岩
ではなかったこと，とくに大阪の町会文庫の例か
ら，個人的な読書を容認しようにも図書資料の確
保が十分ではなかった図書館の隘路を見取ってい
る。高岡裕之 21）は，1938年 5月の全国図書館大
会における文部大臣への日本図書館協会の答申を
契機に，中央図書館制度への移行と，生産流通の
影響を企図する構想へと至ったことを“図書館に
おける新体制論”と位置付けている。文学研究の
松下浩幸は，戦時下の読書会に選民意識の発生と
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身体の修行化をみてとり，読書学級が到達不能な
高みへと読者を従属的に主体形成させ，生活指導
としての役割を担ったことを指摘している 22）。
　子どもの読書に関する戦時下の背景と動向につ
いては，塩見昇 23）が『日本学校図書館史』で丹
念に著しているものの，戦後に関しては概ね対象
外である。『学校図書館五〇年史』では，阪本一
郎による「読書指導」の提案が，関係者の学校図
書館の「重要性」に対する認識とその活動に強く
影響し 24），1950年代を通じて学校図書館関係者
の関心の中心が読書指導に向けられていたとして
いる 25）。澤利政は，「学校図書館教育」が「読書
指導」として“短絡的に”使用されていたと指摘
している 26）。「図書館教育」の名辞が 1970年代
以降使われなくなったとする見方もある 27）。
　読書指導者の個人研究に関しては，野口久美
子 28）と中村百合子 29）が滑川道夫の言説を時系列
で整理している。野口は，滑川の生活綴方論にも
目を配りつつ戦後の読書指導観が生活指導と結び
ついていたことを指摘した。中村百合子は，戦前
から戦後初期までの滑川の言説を追い，滑川の読
書指導論が図書館技術の指導ではなく生活教育の
一環であったことと，戦前からの連続面をも見
取っている。野口研究と中村研究では，「読書指導」
の問題をその抽象性にあるとしている。
　占領期日本の学校図書館におけるアメリカ図書
館文化の影響の度合いに着目した中村百合子の視
点は，日本が参考にしたとされるカリフォルニ
ア・プログラムとヴァージニア・プログラムの
内容を分析した今井福司 30）に引き継がれている。
中村，今井の両者とも，日本の学校図書館がただ
ちにアメリカ受容とは言い切れないとみるなど，
不明な点は多く残されている。
　『手引』の作成の経緯を検討した篠原由美子は， 
加藤宗厚の回顧から，利用指導と読書指導を担当
したのは阪本ではないかとしている 31）。中村百
合子は，『手引』の「図書及び図書館利用法の指導」
の項目についてはアメリカ色の強いことを明らか
にし，この部分の執筆者が阪本である可能性は薄
いとみている 32）。また学校図書館に「生活指導」
が介入することへの危惧 33）や，『読書指導事典』
の分析 34）も見受けられ，阪本に対する検討が必
要な時期に来ているように思われる。

　以上のような問題意識と先行研究を踏まえて本
稿では，阪本一郎の「読書指導」概念の形成過程
に着目し，彼の生育過程と，1930年代から 1950

年代までの読書指導についての主張を検討する。
戦時から戦後をひとつの流れとして考究すること
は，占領期の「改革」者とされる人物の把握には
避けられないことと考える 35）。
　以下，概ね彼の著作順に記述しているため，時
系列が前後している部分がある。引用はできる限
り原文のままとした。ただし旧漢字は新漢字，漢
数字は一部，算用数字に改めた。

2．幼少期から青年期まで

2.1　文学青年として
　1904年 7月 1日，奈良県で生まれた阪本一郎は，
東京で暮らしていた両親とは離れて幼少期を母方
の実家のある奈良県山辺郡波多野村で送った。学
齢前に東京に移り住み，東京市下谷区谷中尋常小
学校に入学するも，わずか半年後には郷里に戻り，
奈良県山辺郡波多野村春日尋常高等小学校に転学
している。帰郷した理由は不明であるが，“私は
田舎育ちで，いつも門口の馬屋で一人遊んでいた。
四歳下の妹が唯一の遊び相手で，茶摘みや養蚕の
農繁期以外は，のんびりと似顔絵ばかり描いてき
た”36）という回顧から，都会の生活に馴染めなかっ
たであろうことが想像される。
　1917年 4月には三重県立第四中学校（後の宇治
山田高校）に入学する。この頃から雑誌に投稿を
始め，15歳のときに書いた丹頂鶴の観察文 37）が
『理化少年』の佳作に入賞する。その内容は，古
人が描いた鶴の尾羽が黒いのは当時の信奉による
もので，実際は白く，たたんだ翼の後端が尾羽を
包むから黒い様に見えたから，というものであっ
た。後の阪本の盲目的指導性を考えると，このと
きの客観的探究態度には興味深いものがある。
　彼の趣味は漫画を描くことで，投稿した漫画が
たて続けに新聞や雑誌に入選したというのが生涯
にわたる自慢であった。しかし父親に叱責された
ことで漫画から童謡へとその興味を移していく。
　1922年 3月，阪本は中学校を卒業すると同年
4月に広島高等師範学校文科二部（英語科）に入
学する。1926年 3月の同校卒業と同時に歩兵第
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三十三聯隊（三重県久居）で一年間の兵役に就き，
1927年 3月，東京府青山師範学校の英語教諭と
なる。
　青年期の阪本は，童謡・詩・文学作品を雑誌に
投稿することに夢中になった。とくに東京に出て
きてからの投稿熱は“文学青年としての自負に燃
え”，“学業の方はサボリがち”になるほどであっ
た。本人の申告によれば，1921年から 39年まで
の間に，連載も含めた 50作品以上の童謡・詩・
文学等が雑誌に掲載されたという 38）。24歳のと
きには『赤い鳥』で自作の童謡が“推奨”を受け
るまでにいたる。秋津和夫 39）という筆名を使用
した，“とびこみ台”という作品である。

濱は夕凪，／赤い空，／海のなかまで，／夕
焼だ。
みんな帰つた／とびこみ台，／だれかのこつ
て，／立つてゐる。
沖はみち潮，／ぎらぐと，／風船のやうに，
／ふくれてる。
ほうら，とぼんと，／とびこんだ。／空と海
とを／切つたよだ。40）

　選者の一人の北原白秋は，“秋津君の「とびこ
み台」は快活で新鮮である〔。〕技巧が自由で，
停滞したところがない”と讃えた。このとき阪本
のほかにももう一人が推奨されており，彼らに向
けて北原は，“今度は二人とも新顔でめづらしい
〔。〕定連は固定しないで，一そう奮つてほしいも
のである。個性の大事なことをもつと考へなけれ
ばならぬ”などと，無名の新人作家に対し期待を
込めた言葉を贈っている 41）。
　しかし阪本は，児童作家への登竜門ともいえる
『赤い鳥』の入選を果たしたにもかかわらず，そ
の後の同誌への投稿を止めてしまうのであった。
自作が採用された号に，毎号のように登場する与
田準一や巽聖歌の作品が掲載されなかったことか
ら，自分を常連の穴埋めと理解し，“いたく劣等
感”をもったからであった 42）。阪本の受け止め
方が妥当かどうかはわからないものの，2年後に
優秀作品を集めて刊行された『赤い鳥童謡集』に
阪本の「とびこみ台」も 200篇の 1つとして掲
載される 43）も，ここでは“秋津”という筆名が

“秋澤”と印刷された。誤植だとしても常連作家
以外の者に対する扱われ方の軽さは否めない。
　失意とともに『赤い鳥』への投稿を諦めた阪本
は，葛原しげるの一門に入り再起をかけることに
した。しかし，平易な言葉を使い子ども中心的な
作風をもつ葛原の童謡観 44）は，文学志向の強い
『赤い鳥』とはまるで異なり，阪本には馴染めな
かった。結局阪本は，童謡そのものの創作を断念
していく。

2.2　心理学への転向
　阪本が童謡の創作に見切りをつけたのは，心理
学に興味を移したことにもあった。当時日本に滞
在して英語教育を指導していた英国人学者のパー
マー（Palmer, Harold E.）45）が，講演のなかで心
理学者のソーンダイク（Thorndike, Edward L.）を
紹介しており，そのパーマーの講演を阪本が聞い
ていたのである。ソーンダイクは，聖書，教科
書，料理本や新聞などの 41種から使用率の高い
言葉を調査して 1万語を英語の基本語彙として選
定し，子どもの英語教授のための“The Teacher’s 
Word Book”を編纂していた 46）。阪本の興味を
引いたのは，日本語の基本語彙がまだ選定され
ていないことであった。だれも作っていないの
であれば自分が作ってみよう，そして“日本の
Thorndikeになろう”と，彼は心理学の道に進む
ことを決意したのである 47）。
　心理学を学ぶために阪本は，東京文理科大学教
育学科心理学専攻に入学する。青山師範に勤めな
がらの二足のわらじであった。高等師範学校の専
攻科を改組する形で発足した文理科大学は，1929

年に東京と広島で開学しており，阪本は第 1期
生にあたる 48）。阪本は広島師範卒であったもの
の，東京で職を得ていたことから東京校を“ひ
そかに”受験したという。“学閥がまたがる”の
は，“何かと不利”なことを“承知の上”であっ
た 49）。1932年 3月に同大学を卒業した彼の修士
論文は「文章の力学的構造とその類型」であった。
翌月には東京文理科大学研究科へと進学する。
　阪本が心理学に傾倒していった 1920年代後半
は，関東大震災や世界恐慌を背景とした社会不安
が蔓延していた。混乱の時代に阪本は，ある教え
子とその家族との別離を経験する。
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　大学卒業と同時に家庭を持ち，研究に没頭して
いた阪本のもとを，ある親子が訪ねてきた。彼ら
は，広島高師時代に阪本が家庭教師をしていた旧
家の子女の経子とその母親であった。当時小学 4

年生だった経子は女学生へと成長し，津田塾の学
校 50）を卒業したと報告に阪本家を訪れたのであっ
た。経子は，雑誌に掲載された阪本の童謡の感想
をたびたび手紙で送っていた。兵役時代の阪本の
創作意欲を支えてきたのが経子からの手紙であっ
た。たとえ軍友に冷やかされようとも阪本は，彼
女からの手紙を心待ちにしたのであった。
　経子とその母親との再会を喜んだ阪本は，家の
中に入るよう勧めるも，彼らは頑なに固辞し帰っ
て行ってしまった。青年時代に淡い恋心を抱いた
経子の母親は，痛々しいほどにやつれていた。ほ
どなくしてその母親が死亡したとの知らせを受け
る。“最期のお別れに来てくれたのだ”と，阪本
はあのときの親子の訪問の意味を悟った。さらに
一年ほどして今度は経子死亡の知らせを受け取
る。経子の父親から聞かされたのは，母親と経子
は結核を患っていたことと，株の失敗による家の
没落であった。父親は，周囲への感染を恐れて“海
岸の掘っ立て小屋”に“みずから隔離”し，船の
荷役で生計を立てて人目を避けるように暮らして
いたという。話を聞いた阪本は，“やはり美しい
心の人たちだった。その善意のために，世間から
離れて，没落の淵へ沈んでしまったのだ”と彼ら
に真善美をみる。
　その後の阪本は，“童謡や童話に接すると，す
ぐに経子さんが思い出されて，胸をかきむしら
れ”，童謡創作ではなく心理学で児童文化の“進歩”
を考えるようになった，と，後年このエピソード
を心理学転向の理由として挙げている 51）。実際
には経子たちとの再会以前にすでに心理学研究を
志していた阪本であるが，親子の死は彼の精神面
に何らかのダメージを与えたと思われる。
　言語心理学に慧眼した阪本は，日本語の基本語
彙選定に身を投じていった。その方法は子ども向
けの本から単語を抽出し，頻繁に使用されている
語を数え上げるというものである。各教科書，幼
少年の雑誌 1年分，童話・童謡集 10種 127冊か
ら単語をカードに書き出す作業を，130円の月給
時代に 1人 20円の賃金で 5人の女学生に頼み 9

年間行なったという。夏は下着一枚で取り組み，
窓から突風が吹きこんでカードが隣家の庭に飛散
したことは，彼の武勇伝となった 52）。
　児童向けの書物で使われる頻度の高い 5000語
は，『日本語基本語彙 幼年之部』53）として 1943

年に刊行され，現在でも国語研究の参考文献とし
て使用されている。阪本の研究は，『日本語学研
究事典』で“国語教育における基本語彙”として
位置づけられている 54）。
　阪本は，幼年語の語彙集に続いて小学校全学年
と大人用についても発表する準備を進めていたも
のの，阪本自身が陸軍の召集を受けたために断念
している。大陸に出発する前に，カードなどの資
料をリンゴ箱数十個に入れ，鉄筋コンクリートの
学校の地下室に大事に保管することを怠らなかっ
た。しかしそれらの資料は，阪本が復員する前に
燃料材として燃やされ，灰と化してしまった 55）。

3．師範学校時代

3.1　錬成教師として
　震災，金融恐慌に見舞われた 1920年代後半，
貧困や就職不安を抱えた学生たちのマルクス主義
への傾倒は，政府にとって脅威であった。文部省
は 1929年には学務局の学生課を学生部に昇格さ
せ，1931年 6月には学生思想問題調査委員会を
設置，翌年には国民精神文化研究所を設立するな
ど，学生の思想対策に乗り出す 56）。一方東京府
では 1934年 7月に東京府思想対策委員会が組織
され，同年 10月 11日の第二回委員会で師範学校
に国民精神文化研究室を設置することが決定され
る。1935年の 6月 28日には，東京府学務部長か
ら青山師範学校長宛に“国民精神文化研究室事業
トナスコトニ決定”の通牒が出され，同年 11月
21日，青山師範学校に国民精神文化研究室が開
設された。
　阪本は，東京文理科大学研究科に入学と同時に
青山師範学校の嘱託講師となっていたものの，こ
の国民精神文化研究室設置年の 1935年に復職を
命じられている 57）。彼の担当は調査部における
“校勢調査”であった。それまでの調査部では，
修学旅行，自学自習，健康問題など主に教育内容
を扱っていたが，阪本の復職と同時期に組織人員
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が大幅に改変され，記憶，理解，推理に関する試
験の実施や，学生の性格調査，1936年 9月から
は“智能検査”が行われるようになった 58）。
　阪本が青山師範で行った調査研究は，児童雑誌
や綴方を使用して子どもの思想をみるというもの
であった。そのひとつは，小学校 4，5年生に『赤
い鳥』の 1篇を読ませ，“それぞれ何をあらわそ
うとして作ったのでしょうか”と質問する“国語
的表現態の演練”すなわち，国語表現の練習を借
りた調査である 59）。もうひとつは，1年から 6年
までの男女の児童 589人に「私」という題で書か
せた綴方，すなわち作文である。綴方を“生活統
制の手段”とし，“発達”の着地点を“国家”に
設定してその到達段階を測るものであった 60）。
　阪本は，国家総動員法が公布された 1938年に
は東京府青山師範附属小学校の主事となり，国民
学校令が公布された 1941年以降は東京府などで
思想対策の各委員を担うようになる 61）。1943年
には，青山師範学校から改称した東京第一師範学
校の教授兼男子部附属国民学校主事となる。
　母親向けの雑誌でも，家庭教育の指南役として
の阪本を確認することができる。阪本は，座談会
で陸軍情報官鈴木庫三 62）と同席しており，“目に
見えない戦争”すなわち“思想戦”の講釈を聞い
ている 63）。鈴木は，多くの母親が個人主義や自
由主義という“思想の病気”に罹患しているとし，
“昔の詰め込み主義，立身出世主義の教育”から
脱却する必要を説く。これに阪本も同意し，母親
も“修養しなければなりません”と応答する。さ
らに阪本は別の記事で，“飲みたがらぬ馬に水を
飲ますことは出来ない”というこれまでの考え方
を改め，国民学校では，“好むと好まぬとにかか
わらず”，“一人の例外もなしに”飲ませなければ
ならないと述べる 64）。そして，“入学式の日は，
家の子からもう一度国の子に生れ変る誕生日”と
し，“ヨイコドモ”や“エノホン”“ウタノホン”
などの雑誌を薦めている 65）。阪本は，思想戦を
担う“少国民”とその親を養成する先頭に立って
いた。

3.2　『少国民錬成の心理』の執筆
　阪本は『少国民錬成の心理』66）を執筆する。「錬
成」とは，従来の知識教育に対する批判と“革新”

を内包する文部省の造語で，国民統合と教学刷新
を背景に“錬磨育成”の意で形成された方法的概
念である 67）。
　『少国民錬成の心理』では，国防国家の建設に
おける国民学校の必要性を前提に，行による修練
方法とその理念が繰り返し唱えられている。ここ
で忌み嫌われているのが自我であり個人であっ
た。“二十世紀は児童の世紀だとして，児童の恣
意にまかせて自由に放任するならば”，児童はい
つ“真座に坐るのだろう”とし，“児童の好むと
好まぬとに拘わらず，坐らせねばならぬ”として
“自我滅却”と“滅私隨順”を説いている。“我流
を捨て”“國土國勢に一体”となるには，“分析に
よらざる対象の把握”を必要とした。なぜなら，
知識の注入は“自我が聳え立つばかり”になり，“事
象自体の究明”は“専門的な教授”に陥り，抜け
目のない偽天才をつくるからとした。子どもに知
識を授けたり事実を探究させたりすることは，目
的貫通のために不都合なことであった。
　さらに 阪本は，教材を“己のもの”とするの
ではなく，教材の中に“己を没入”しなければな
らないとした。それはすなわち知見を得るという
態度ではなく，与えられた観念を無批判に受容し
なければならないというものである。
　これら戦時中のふるまいは，出版用紙の特配を
もらうための“偽装”であったと阪本は後に釈明
している。しかし，“教育は国策の遂行に外なら
ない”とし，国民学校という銃後の“発射管”に
“児童を装填”するとした阪本の一連の“宣伝”は，
たとえ時局の反映だったとしても，その罪は重す
ぎると言わざるを得ない 68）。
　同書には読書に関することはほとんど取り上げ
られていない。ただし，“童話は仮作話でも事実
譚でもなく，そのままに受け容れられる”69）とし，
子どもが童話を素直に受容することには着目され
ている。

3.3　『読書指導の研究』の執筆
　『少国民錬成の心理』から 1年後，阪本は『読
書指導の研究』70）を刊行する。“研究”としてい
るが，内容は先行研究の調査や統計等，読書の“実
状”に関することに留まっている。同書は，読書
の意義と現況を記した“読書と少国民生活”，各
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論稿から抽出した読書調査や年齢別のデータを集
積した“少国民の読書傾向”，そして本の内容と
指導法を紹介する“少国民図書の選択と指導”の
三部構成である。巻末の参考文献は 364件にのぼ
り 71），現在では確認不能な書名が並んでいる。
　同書の序言には，“ 図書群運動しかり読書会運
動しかり，また図書生産面の統制はいよいよ強化
徹底されつつ”あるなか，“一日も早く，国民読
書の標準と組織とを樹立”することの趣旨が述べ
られている。阪本は，児童生徒を“国民読書運動”
に組み込むことを企図していたのであった。
3.3.1　「読書興味の発達」の原型
　戦後の阪本の代名詞の 1つ，“読書興味の発達”
の原型は，この『読書指導の研究』で発表されて
いる。そのアイデアは，東北帝国大学の栗川久
雄の『昔話と童話の心理』72）からの援用である。
ただし栗川の論文は，柳田国男の口碑論の講演に
感銘を受けたもので，タイトルこそ“心理”をま
とわせているものの，その内容は昔話研究であ
る 73）。栗川は，“子供の文学的興味時期”として，
子どもが物語に興味を持ち始める時期を“子守話
愛好時期”“昔話愛好時期”“冒険談及び英雄談愛
好時期”“少年小説愛好時期”“少女小説愛好時期”
に区分した。それはあくまでも，子どもが物語を
“愛好”する時期区分であった。
　栗川説とはまったく異なり，阪本の場合は，“国
民的生育の過程”として，8歳まで“未分化期
（お伽噺期）”（括弧はママ，以下同様），10歳ま
で“道徳的志向期（寓話期）”，10歳から 12歳ま
では“実践力拡充期（童話期）”，11歳から 17歳
まで“国家的自覚期（物語期）”，15歳から 20歳
まで“自我探究期（文学期）”，19歳以降を“国
民的成熟期（思想期）”とした。たとえば，童話
期では“英雄崇拝の情”を育むべきとし，文学期
では“個人中心の些末な身辺事情を描写した過去
の文学を清算”して国家的立場からの恋愛観を確
立するものを与えるべきとした。青年期にいたっ
ては，“いたづらに海外の思想を読ませる”と“妖
怪なコスモポリタンになってしまう”ため，伝記
に親しませるべきとした。“国の期待する資質”
に高めるために，その時期にふさわしい図書を“与
えねばならないから与える”という彼の「読書指
導」は，『少国民錬成の心理』における概念と共

通している 74）。阪本が提唱した読書の時期区分
は，子どもの“愛好”を却下した，“道徳的志向”
の育成であった。
3.3.2　読書群
　『読書指導の研究』には，阪本が主事を務めて
いた東京第一師範学校男子部附属国民学校で行っ
た児童調査が掲載されている。それによると，高
学年の記憶に残る童話として外国作品が多数挙
がったという。“児童尊重主義の二十世紀的児童
観にくらまされたいき方”のために，青少年図書
が“いたづらにかれ等の嗜好のままに偏った”と
して，出版界の問題を挙げ，“読む図書”から“読
むべき図書”に転換すべきとする。阪本は，“現
に読まれているか否かの実情をさぐり”，読書の
対策を講じるべきとした。
　読書の強制性と監視の必要性に注目する阪本に
とって，公共図書館で推進されている中田邦造の
図書群運動や読書会は，読書指導の理想型に映っ
たようである。指導者が介在するという点に共鳴
した阪本は，“学校にも是非こうした図書群が選定
されて，読書指導の完璧を期すべき”，“学校の外
で理想的な指導形態が形成されてきたことを，学
校の教師は虚心坦懐でうけいれ”るべきとしてい
る。社会教育で行われている読書指導を見倣って
学校教育でも採用することを提言したのであった。
　1938年の内務省から出された「児童読物改善
に関する指示要綱」も，阪本にとっては歓迎すべ
きものであった。さらに“至誠盡忠”や“規律体
節”といった言葉を付け加え，とくに女子には“貞
淑”と“家郷愛護”等も必要だとした。1939年 5

月の文部省社会教育局の児童図書推薦事業を含め
た一連の統制もまた，“低俗な図書はまったく跡
を絶ち”“長らく放任せられてきた児童，青年向
図書の出版界に斧鉞が加えられ”たと評価する。
“不良書”については，上月景尊の「児童図書検
閲について」75）で紹介されている作品が引かれた
ほか，豊田正子の「綴方教室」も“ははなはだ不
健全”と加えられている。“読めぬものを読める
ように指導するとは，読む力を与えること”とし，
これを“国語の修練”とした 76）。さらに，読書を
“国語教育のみに負わせるべきではない”とし，
“個人読書の指導はまた別個の領域をもつべき”
とした。
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　国民語 77）の習得から“読書指導”までの道の
りは，出版界への指導も含めた同線上にあった。
3.3.3　図書館への着目
　読書の体制化を図る阪本にとって，子どもが本
をどこで読むかということは重要な問題であっ
た。なぜなら児童の 9割，労務者の 7割が自宅で
読むという調査から，“個人的意志”の読書の実
態が浮かび上がったからである。自由な読書を忌
避する阪本にしてみれば，監視の無い自宅の読書
には規制が必要であった。そこで阪本が注目した
のが図書館である。

図書館は，正課や業務の外の自由時間に於け
る読書指導の施設である。少くとも図書の選
択に対しては明確な指導性をもち得るし，読
書の時間や，読書の態度についても自然に一
定の限度をもうけて指導することができる。
（略）指導性が弱くなるから，図書館の生活
の場への進出を一段と強化する必要がある。
貸出し，移動文庫，隣組巡回文庫などの施設
がもっと考究せられるべきであろう 78）。

　阪本は，図書館を指導の目が行き届く理想の場
とし，また，貸出しや文庫を生活に介入し得る「読
書指導」の場として捉えた。
　たしかに『読書指導の研究』は，戦時体制に呼
応し誇張された部分もあると思われる。先に述べ
たように，紙の配給を受けるために“偽装”した
というのが阪本の言い分であった。しかし同時に
彼は，『読書指導の研究』は，『少国民錬成の心理』
よりも“戦局的な色彩は薄い”としている 79）。
そうであるならば『読書指導の研究』は，阪本自
身の本音を色濃く反映しているとみることができ
るのではないだろうか。

4．戦後の始動

4.1　童話『うぐいすとエーゴ』
　阪本が中国から復員した 1946年は，東京裁判
が始まり，教育使節団が来日するなど，日本の仕
組みが大きく変わろうとする年であった。かつて
対戦していたアメリカ人と日本の女性・子どもが
笑顔で会話を交わし，書店には暴力や性風俗など

を扱った雑誌が溢れ，子どもの手の届くところに
並べられていた 80）。それらは阪本が最も恐れて
いた光景であった。
　1947年，阪本は『うぐいすとエーゴ』81）とい
う童話集を刊行する。編集部は阪本を“東京第一
師範学校男子部の先生”として紹介し，“これか
らどしどし先生の，どうわがでます”としている。
　冒頭には作家からの“おてがみ”が述べられる。

おとなたちが，まちがったせんそうをしたた
めに，あなたがたにまで，めいわくがおよび，
そしてあなたがたが持っている，だいじな力
までが，くじかれようとしているではありま
せんか。（略）よんでいくうちに，あなたの
どこかをゆびさしている，私のゆびが見えて
くるはずです。（略）お話がおもしろくなく

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

ても
4 4

，
 

がまんしてよんでください
4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

。おねがい
いたします 82）（傍点は筆者による）。

　“おとなたち”による戦争を悔いつつも，「読書
指導」は健在であった。
　6篇の短編が収められているうちの 1つ，図書
タイトルにもなっている童話「うぐいすとエイ
ゴ」は，あるうぐいすが山奥から町へ出てきたと
ころから話は始まる。ある家のおうむが英語で鳴
く練習をしていることに驚いたうぐいすが，自ら
も英語で鳴こうと試みる。しかし学者のふくろう
に“外国のまねをしないでもいいではないか”と
諭され，親から受け継いだ鳴き方で“ホーホケ
キョ”と堂々と歌ってみせる。まあ美しい声，と
感嘆の声をあげたおうむの飼い主の娘は，実はア
メリカ人であったという結末である。
　当時，日本は国語国字問題を抱えており，日本
語の喪失を危惧したであろう阪本の意識を読み取
ることができる。図書のタイトルは“エーゴ”と
されているものの，作品のタイトルは“うぐいす
とエイゴ”，すなわち「英語」を表している。同
書と，翌年に刊行された『おうじさまの木ぐつ』
は，CCD（Civil Censorship Detachment，連合国
最高司令官総司令部の民間検閲支隊）の検閲対象
となった 83）。
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4.2　『学校図書館の手引』の委員へ
　1947年の春，阪本は文部省の事務官から呼び
出しを受ける。電話をかけてきたのは，CIEから
『手引』の担当を命じられた深川恒喜であった。
『読書指導の研究』を読んだ深川は，『手引』の執
筆者の一人として，阪本を CIEに推薦したので
あった 84）。コーヒーの香り漂う CIEの部屋には
国会図書館長と滑川道夫の姿もあった 85）。
　多くの教育関係者が教職追放，あるいは自ら職
を辞する 86）なか，『手引』の編集メンバーに抜擢
された阪本は多忙をきわめていく。1948年春頃
から東京第一師範学校附属小学校の学校図書館実
験学校の話が進められ 87），1949年の 4月 19日に
附属小学校の一室で東京第一師範学校教育研究
所が正式に発足 88）し，阪本は研究所の主事に就
く。所内には学校図書館部が置かれた。1948年
9月に文部省の学校図書館協議会委員となった以
降は，阪本の記録によれば，文部省の指導主事講
習会の講師（1948年 9月），教育指導者長期講習
（IFEL）主任講師（1949年 1月），1949年には改
組した東京学芸大学の教授に就任している。1951

年 1月 8日から 3月 30日まで「学校図書館の運営」
をテーマとした IFELの 6期で阪本は，「学校に
於ける読書指導」の担当講師 89）90），文部省の委
嘱で各委員 91）などを務めている。

4.3　論文「興味とその発達」
　1948年，東京文理科大学心理学研究会のメン
バーで刊行した『児童の行動と発達』に，阪本は
「興味とその発達」と題した論稿を寄せている 92）。
ここではヘルバルトなどドイツの心理学を先行研
究に挙げ，“意志の自由のない行動”とは“糸で
あやつられるカイライの踊”だとして，“社会に
奉仕する”必要を掲げた。彼は，“封建的な国家
統制の下でいたずらに強要された”教育を，“絶
対に排除しなければならない”としつつ，子ども
の興味に着目する“最近の考え方”には同意しな
い。たとえば，漫画に始まって漫画に終わるのは
“妙ちきりん”93）だとし，これを“軟教育”とし
た。これに対し“硬教育”とは，“興味に反対し
て努力させる”ことであった。“硬教育”を必要
とするのは，“社会に貢献するに欠けるところの
ない人物を教育”するためであり，そのための策

としてまずは“社会の要求”を明確にし，次に“児
童の実態”を調べ，そして“いかにして興味を持
たせるべきかという方法”の策定を提起する。事
例のひとつとして阪本は，師範学校時代に自身が
行った「私」という題で書かせた綴方の分析を挙
げている。
　論文「興味とその発達」では，前著の“国民的
生育の過程”は“読書興味の発達段階”へと改称
された。区分は，“絵話期（想像生活期）”が 6～
8歳，“昔話期（道徳的志向期）”が 8～ 10歳，“童
話期（実践力拡充期）”が 10～ 12歳，“物語期（社
会的自覚期）”が11～17歳，“文学期（自我探究期）”
が 15～ 20歳，“思想期（人間的成熟期）”が 19

歳～（括弧はママ）である。これらの区分には，
前著『読書指導の研究』の概念がほぼ引き継がれ
た。たとえば，“国家的自覚期”が“社会的自覚期”
に，“国民的成熟期”が“人間的自覚期”という
ように，“国家”が“社会”に，“国民”が“人間”
に言い換えられたに過ぎない 94）。
　ここでは，戦時中避けられたグリム，イソップ
寓話，アンデルセン童話，アラビアン・ナイト，
ガリバーなどの外国ものが挙げられた。ただし，
イソップやグリムは，“児童をしつけるために学
ばせねばならぬ規則や注意がその間に織りこまれ
ている”ことが評価された 95）。
　“読書興味の発達段階”では，成人 109名に記
憶に残る書物を聞いたという調査と，戦前に実施
した東京第一師範男子部国民学校の調査が使用さ
れている。成人に聞いた童話の“印銘率”が 6，
7歳と答えた割合が 100％であったものの，阪本
は童話期の範囲を 10歳から 12歳としている 96）。
童話期の年齢区分に関して阪本は，“低学年では
日本もの”，“高学年では外国もの”が読まれてい
るとし，“とにかく現実を空想の世界に投影して
人生の美しい影絵を描くことは童話の究極の本領
であると思われるので（略）この種の童話の愛好
期を童話期と名づけようと思う”というように，
その説明は要領を得ない。つまり，外国の童話を
読む年令は高学年であるべしとする阪本の結論に
は，調査データが反映されていないのである。“読
書興味の発達段階”の区分には，阪本自身の主観
が混じっていると判断せざるを得ない。
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5．読書指導の新体制

5.1　『読書指導：原理と方法』の執筆
　戦前に阪本が書いた『読書指導の研究』を直し
て 1950年に刊行されたのが，『読書指導－原理と
方法』97）（以下，『原理と方法』とする）である。
　阪本自身は前著の『読書指導の研究』の完成を
見ないまま出征し，古本屋で見つけたという知人
から送られて，戦後に自著と対面した。阪本は
『読書指導の研究』を出版社に持ち込み再刊を試
みるも，先方に悉く断られた。それを知った滑川
道夫が，改稿することを条件に，滑川自身が顧
問を務めていた牧書店を紹介して刊行にこぎつ
けた 98）。深川が採用した『読書指導の研究』は，
出版社や滑川にしてみると，改稿の必要な図書で
あった。その後同書は改訂増補され，1953年に
同名タイトルで刊行されている 99）。
　阪本にとって改稿は悪い話ではなかった。なぜ
なら，新たに書きたいことが彼のなかに山積して
いたからである。改稿執筆についての動機を次の
ように説明している。
　毎週金曜日の学校図書館研究の日，CIEの一室
で阪本が“読書指導”に関する私見を語っていた
ところ，フェアウェザーが図書館用語辞典を取り
出し，“Reading guidance”の項目を指さしたと
いう。そこに書かれていたのは，“読者の興味と
能力とに応じて，個人的助力もしくは印刷された
目録によって，かれらの図書の選択を方向づける
こと”であった。この辞典の解説は，阪本にとっ
て承服し兼ねることであった。阪本にとっての
“Reading guidance”は，“公共図書館の立場から
のきわめて狭義の定義”だからであった。“われ
われは，教育の立場から，もっと広義に解しなけ
ればならない”として阪本は，『原理と方法』を
構想したという 100）。
　『原理と方法』では，2年前の「興味とその発達」
で依拠していたドイツ心理学の代わりに米国心理
学が引かれ，「読書レディネス」や読書テストな
どの新知見が盛り込まれた。同書の目新しさのも
う 1つは，イラストの使用である。口絵に「読書
興味の発達段階」の対応年齢と書名を想像させる
カットが 1ページ 4種類，計 4ページ 16種類が
掲載された。たとえば，4歳から 6歳までの欄に

は「したきりすずめ」の絵が描かれている。
　“読書指導の計画”で“図書の提供”に必要な
こととして第 1に挙げられたのは，作家，編集者，
出版者，取次店，問屋，小売店等に“読書指導上
の要求をはっきりとわからせる手を打つ”ことで
あった。次が基本図書目録で，学校図書館の整備
は 3番目であった 101）。
5.1.1　図書館教育
　阪本の読書指導観を理解するのに最も困難を生
じさせている点は，彼が「図書館教育」という言
葉を掲げていることである。注意しなければなら
ないのは，阪本は“図書および図書館の利用”に
ついては賛同的でなかったということである。た
とえば，松本賢治や竹林熊彦らが紹介した北カ
ロライナ案を普及させる全国の研究会やワーク
ショップを“図書館技術のせん索”102）として批
判した。阪本の主張は，“単にアメリカ案のよう
な技術と態度との指導に極限せず”，児童の生活
を包括する指導の必要であった 103）。
　松本賢治とは，山口県立女子専門学校で図書課
長を務め，1944年に赴任した神奈川師範学校で
は 46年に図書館主任となり，国立図書館や大学
図書館を訪れて教えを仰ぎながら，“学生の便を
はかるために改革した”，図書館運営の経験者で
あった 104）。松本は，学校を卒業した後の“公共
図書館のサービス”を賢明に利用する力と習慣を
もつことのできる機会を逃すことは“まことにお
しい”とし，そのために“学校図書館は生徒や児
童に図書及び図書館の利用法をよく教えかつ訓練
しておかねばならない”とした 105）。松本の図書
館教育に対する考え方は，図書館を生涯の教育機
関として捉えるものであった。
　竹林熊彦は，“学校図書館と歩調をそろえて学
習活動をする教員”は，“生徒たちを助けて彼等
に知識を獲得させ，かつ学問研究に必要な用具の
利用方法を習得させる”べきとした。つまり，児
童生徒が自ら資料を選択し利用できる術を，教師
が教えることを主張していた 106）。また，苦しい
病院生活で患者に“叡智と同情”を与える竹林の
読書療法は 107），阪本が後に打ち出す不読児の“治
療”の目的と一線を画している。
　一方で図書館に関しては“ちんぷんかんぷん”108）

だと自ら述べていた阪本は，1918年に田中敬が
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刊行した『図書館教育』109）を参考にし，城戸幡
太郎の図書教育と“図書及び図書館の利用”と
“違った線”を引くために，“図書館教育”を打ち
出したという 110）。ここから，「図書館教育」とい
う命名が，彼の何らかの戦略であったことが窺わ
れる。
　「図書館教育」という言葉の意図的使用は，改
訂増補版の『原理と方法』からも読み取ることが
できる。ここでは，“新しい読書指導”の概念図
が円で描かれており，円の中心に“言語技術”が
置かれ，その周囲に“図書館教育”が囲む。さら
にその周囲には文学，社会科，数学，理科，音楽，
図工，体育，家庭職業，外国語が放射状に配置さ
れた。それら全教科を囲むように“読書指導”が
置かれ，最外周にある“生活指導”がすべてを取
り囲んでいる。つまり全体を包括する「生活指導」
は彼の究極の目標であった。阪本が「図書館教育」
という言葉を採用したのは，“ガイダンスとして
の読書指導が成りたたない”111）からであった。
5.1.2　図書に適応する人格形成
　阪本は，“読書人格”112）という言葉のほか，自
身の専攻を“人格心理学”と名付けたこともある
くらい 113）「人格」という言葉を生涯にわたって
連呼している。阪本は「人格」を，その社会の“文
化形式”が個人の中に具現したものと説明する。
たとえば“ひとの前で夫婦がせっぷんするのはア
メリカでは健全な適応行動であるが，日本では不
当適応”という例を挙げる 114）。つまり阪本の言
う「人格」はきわめて限定的な意味であり，普遍
的な理性主体を指すというわけではない。
　そのうえで阪本は，“期待される”人格になる
ためには“適応”する図書を読む必要があるとす
る。阪本は，“講談や漫画だけしか読まないもの
がまじっている社会”は，“文化の程度が低く”，“犯
罪や劣情をあおるような読物”の読者が増えると，
“社会の安寧秩序が乱される”から，社会秩序の
ために図書を選択し，その図書に“適応”する人
間を形成するべきとした。これを“読書の社会的
要求”と述べる。
　期待される人間になるための図書を絶対的とみ
る向きは，アメリカ心理学の知見を梃にさらに増
幅している。改訂増補版では，アメリカ心理学の
知見と評価テストの記述が増量し，初版では“読

書力の低いこども”だった表現が，改訂版では“読
書異常児”に至る。“図書への適応が不当で，読
書活動が正常でない”“読書異常児”は，さらに“遅
滞児”“不振児”“偏向児”“不安定児”“早熟児”“分
裂児”に分割される。“読書力の弱い子どもを発
見する”ためには，“標準化された知能検査と読
書テストを全部の子どもにやらねばならない”と
した。紹介されたテストというのは，絵に対応す
る文章を理解できるかどうか等の語彙理解力のテ
ストである。“適応”するための図書を読めない
ということは，すなわち社会不適応児の烙印を押
されることであった。
　もう少し彼の“適応”の意味を検討していくと，
阪本は，“むやみに子どもに自由を与えるのには
問題がある”としている。例として“精神病者や
犯罪的傾向のあるもの”を挙げ，彼らに“普通と
同じ自由を与えると，社会はかえって混乱してし
まう”という。さらに，“自由を与えるには，当
人がりっぱに社会的責任を果たすことのできる資
質を持っている場合でなければならない”とし，
子どもの場合は“自主的活動を許す前に”かれら
の社会化の程度を確かめ，その“程度に応じて”
自由を許すとする 115）。
　読書が集団管理と矯正の方法として差し出され
ているようにみえる。
5.1.3　基地としての学級文庫
　読書による生活指導を推進する阪本にとって，
子どもたちの近くにある学級文庫は，指導の場と
して理想的に見えていた。彼は“book center”を“図
書基地”になぞらえ，“reading center”を“読書基地”，
学校図書館を“読書指導の基地”としていた。学
級文庫は，読書指導を“子どもの生活の場へ進出”
させるための“前進基地”であった 116）。
　学級文庫を読書指導の“前進基地”とする認識
は，『手引』上でも確認することができる。たと
えば，同書の第 4章第 5節「学級文庫の指導」の
109ページには“まず図書館がかれらの生活の場
へ進出して”というくだりがあり，学級文庫を全
校的に組織していくことが書かれている。篠原研
究では滑川の担当と推測され 117），中村研究では
不明 118）とされた『手引』の「学級文庫の指導」
部分は，阪本による執筆の可能性がある。
　さらに『手引』の“学級文庫の指導”には，次
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のような記述がある。

かつて，青年向き・少年向きなど（略）比較
的少数の図書で，最大の効果を生み出そうと
いう「図書群」運動が行われたことがあるが，
学級文庫は，いわば，学年や学級の程度に応
じて編成された図書群であり，そういう方向
に持って行くことが望ましいわけである 119）。

　戦前の社会教育で実施された「図書群」運動を
認識しつつ，その方法を学級文庫として活用させ
るとしている。『原理と方法』では，学級文庫を
教室運営に任せるのではなく，“統合した運営”120）

にすべきとし，それが学校図書館だとしている。
　戦後数年しか経ていないなか，“センター”を
“基地”と訳し，戦時期の社会教育の図書群を持
ち出していることをどのように捉えるべきであろ
うか。後に滑川は，“アメリカ占領軍

4 4 4

による指導
が，読書にまで

4 4 4

及んできた”とし，“アメリカ的
な学校図書館を中心とする読書指導観が流布さ
れ，勢力的

4 4 4

となった”（傍点は筆者による）とし
ている 121）。何を“アメリカ的”と認識している
のかは検討する必要があるものの，日本の学校図
書館委員らが，アメリカの図書館の“進出”に危
機感を抱き，戦前の「読書指導」を持ち出したこ
とが考えられる。

5.2　中田邦造との「読書指導」論争
　阪本の読書指導をめぐる攻防は，アメリカとの
み対峙したわけではなかったことを，中田邦造と
の誌上討論でみていきたい。
　『図書教育』の編集委員から読書指導について
原稿の依頼を受けた中田邦造は，1950年 7月の
同誌に掲載された阪本一郎の「読書指導」につい
て，意見を寄せた 122）。中田は，阪本の“読書興
味の発達段階”123）に対し“適当な児童に，適当
な図書を，適当な時に与える”阪本式読書指導に
は“首肯しかねる”とした。中田は公共図書館の
読書指導を，近世の私塾と通底した“在学中と卒
業後を一巻する自己教育力の実動訓練”だとし，
他律的な“学校技術”とは異なる“人間教育”だ
と説明した。そして公共図書館の読書指導は“教
育革新”だったとして，1942年の読書会指導要

綱を紹介するのである。
　これに対し阪本は，中田に批判された“学校技
術”をタイトルに掲げて真っ向から反論した 124）。
阪本は，戦前の読書群運動は“国民精神総動員運
動の一翼を担おうとするコンタンがあった”こ
と，選定図書は精神的教義であったとして，戦
時下の社会教育政策を暴露した。公共図書館の
読書指導は中田の言うような“教育革新”など
ではなく，徴兵検査で発覚した読書力の低下を
補う“学校教育の延長”，あるいは“精神のた
めの読み”であったと述べた。そのうえで阪本
は，戦前の公共図書館・学校のどちらもこれま
での読書指導を捨て，“新憲法の線にそってまっ
たく新しい人間教育”を行うべきとし，カリ
キュラムやガイダンスを挙げる。阪本の怒りの
もう 1つは，子どもの本とおとなの本とが“あ
まりにかけ離れすぎている”ことであった。通
俗書と専門書との乖離は，図書文化の“ハン
ディキャップ”となり，教養書や世界文学全集の
“おしつけ”と述べた。このときの阪本の指摘は
際立っていたものの，社会教育の読書指導を，か
つて自らも参照していたことは脇に置かれた。
　中田は，機関誌『学校図書館』で阪本に応答し，
学校教育側の“防衛的思想”は，充分に尊重され
るべきと理解を示しつつ，“社会教育的なるもの
や学術研究的なるものと遊離する方向をたどるこ
とであってはなるまい”と述べた。なぜなら，“学
校図書館が児童生徒の終生の自己教育を目的とす
る限り”，公共図書館には“学校教育を結実させ
る働き”があるからとする。中田にとって学校図
書館は，公共図書館に接続する第一の段階であっ
た。中田は，“無自覚な過誤”で“未だ自ら更生
しかねている”と公共図書館を諫め，学校図書館
に対しては，“単に防衛的なるにとどまらず，進
んで公共図書館との協力関係を組織立てねばなら
ぬのではあるまいか”と問いかける。そして，公
共図書館と学校図書館との問題は，“日本図書館
協会と全国学校図書館協議会とが責任をもって両
者の間を調整すべき”と述べた 125）。中田による“調
整”の提案は，学校図書館側と公共図書館側が歩
み寄る可能性を秘めていたはずであった。
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5.3　読書指導の新体制化
　講和条約の締結は，阪本に安堵をもたらした一
方で，新たな課題を認識させていた。全国ではす
でにアメリカ案として認識された図書館利用の方
法が流布していたためである。
　全国 SLAの会長となった阪本は教育界に対し，
自身の読書指導論普及のための広報活動を開始す
る。1953年 8月の『出版ニュース』で阪本は，「学
校図書館法制定に伴う今後の学校図書館のねら
い」と題し，“学校図書館はたんに学習の場であ
るだけでなく，生活指導の場でもなければならな
い”と全国に発信した。学校図書館ほど“社会性
の指導に効果的な場はない”こと，“ことに不適
応児の治療的指導”に効果的とし，“学校図書館
活動とは，言いかえれば，読書指導”としたので
ある。さらに，“ぜひ必要なのは，図書館の出版
業者ならびにその著者の協力”と続ける 126）。国
庫費が確約されていた学校図書館法は，出版業界
に対して圧力をかけるのに充分な印籠であった。
学校図書館法が成立した日にアメリカから祝いの
手紙が届いたこともまた，学校図書館を“大いに
世界に誇ってよい”と，阪本に胸を張らせた 127）。
　学校図書館が人格形成のための読書指導施設で
あるという広報は，教育雑誌でも展開された。『教
育新潮』128）で阪本は，昔から続いてきた“かけ声”
を聴くことができなくなった今の国民は，自分の
力で“祖国の再建”を実現しなければならないと
説く。読書指導を包括的な生活指導とする理由と
して，一部の図書資料しか利用できないのであれ
ば，子どもは“頭蓋骨の容積だけの能力しか持ち
得ず”，“社会の寄生虫として片隅に生活し得るの
が関の山”とし，“学校に図書館を持つ”意義を
述べた。阪本が紹介したのは，“アメリカで一ば
ん評判のよい”ゲーツの読書テストを元に作成し
た“標準読書診断テスト”であった。アメリカ心
理学という旗を新たに掲げ，生活指導機関として
の学校図書館を，教育界に再デビューさせたので
ある。
　講和が成立した後，『教育創造』誌上で阪本は
次のように述べていた。

アメリカの例をひくのは，そのまねをしよう
というのではありません。前例に学んでそれ

を乗り越えようとするのであります。（略）
講和も成立して独立国家となった今日，われ
われが六年間考えてきた教育が，まだこの状
態ではなさけなくなります。世界でもすぐれ
た高い知能をもっているわが民族が，他の民
族が作った文化のまねしかできず，創造性に
欠けているのは，教育の欠陥であります 129）。

　阪本にとってのアメリカは，日本を「再建」す
るための手段であった 130）。さらに続けて教育方
法を“さっぱりと切りかえること”の必要性を述
べ，“読書指導の再出発”を高らかに謳い上げた。
　阪本は 1958年に『教育基本語彙』を刊行する。
その編纂方法は，国語辞典を 10名の国語教育研
究家に配布し，“日本の国民の大部分が日常普通
の生活を営むのに必要な語彙”を，彼らに選んで
もらいまとめたものであった。フィールド調査に
拠らない同書と，『日本語基本語彙幼年之部』と
を別冊資料として阪本は，博士論文「語彙の教育
心理学的研究」を東京教育大学に提出して 1961

年に文学博士の学位を取得した 131）。
　この頃，阪本は，『読書指導事典』132）に“読書
の心理学的意義”として，“筆者の人格に同化”
する場合と，そうでない場合とを止揚した“人格
の創造”を提示している。たとえば，“要求不満
を適当に処理”し，“人格の適応異常を防止する
のにも役立つ”例として，“巨人征服の物語を読
んで気を晴らす ” など，“ なるべく現実の問題と
は関係のない内容”で，“楽しめるものを読む”
ことを勧める。そして“読書はこのように人格形
成の表裏に大きな力をもっている”と述べる。
　阪本はこれらを，新しい人格の“再体制化”と
した。

6．おわりに

　奈良の山里に生まれた阪本一郎は，漫画と児童
雑誌を愛する，ごくありふれた少年であった。青
年時代は童謡創作にのめり込むも夢は潰え，成人
になると，師範学校で働きながら言語心理学の研
究に没頭する。戦時体制に動員されながら，やが
て阪本自身が動員する側へと傾倒していく。
　戦後の阪本は，「図書館」を戦後のアメリカ輸
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入と認識し，それに反する形で児童生徒に対する
独自の読書指導観を企図していった。様々に揺れ
ながらも，彼は師範学校時代の発想から抜け出る
ことはなかった。阪本の読書指導とは，戦争末期
に社会教育を範として構想した，子どもの躾や若
者の社会逸脱防止を目的とした生活指導の範疇に
あった。本来の図書館教育，すなわち生涯にわ
たって自ら図書館や広範な資料を利用できるよう
になるための教育とは乖離したものであった。
　阪本の関心は，基本語彙の特定と，語彙を読む
ことのできない子どもの抽出にあった。彼の読書
指導の行きつく先は，語彙の標準化と，社会秩序
を乱さない人間の創出と思われる。彼は，前者を
「読書」に求め，後者を「人格」と呼んだ。
　阪本の研究領域は，戦前から戦後の博士論文に
至るまで言語心理学であった。彼は，「図書館教
育」という言葉を，子どもを鋳直すための「読書
指導」の意味で使用していた。これらのことから，
阪本を学校図書館研究者として位置付けるのは検
討を要するのではないかと思われる。
　本稿では，阪本と対立した図書館側の人物につ
いて深めることができなかった。とくに松本と竹
林については，あらためて取り上げたいと考える。
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“Reading Instruction” During and After the War: Ichiro Sakamoto

Etsuko SUGIYAMA
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　Ichir-o Sakamoto (1904-1987) is well known in relation to school library policy, which was a symbol of 
the educational "reforms" imposed by the United States after World War II; he also edited the Dokusho 
Shid -o Jiten (Encyclopedia of Reading Guidance), and was an educational psychologist who contributed 
to the establishment of the Japan Reading Association. Here I will examine the processes he used in 
forming the concepts that underlie his reading guidance system. Drawing on social education from the 
time of the war, Sakamoto designed reading guidance as life guidance for young students. Sakamoto 
regarded libraries as American, and an incongruity between his views and the Japanese libraries arose. 
He sought to make a clear distinction between library and establish guidance on how and what to read 
for "the training of the national language". He called reading guidance “library education”, but he was 
dismissive of accessing library and books. Sakamoto greatly admired American psychology around the 
start of the Cold War, and developed a test to evaluate children’s literacy. Sakamoto set the purposes 
of reading guidance as standardizing vocabulary and providing a kind of character building that main-
tained social order. He referred to the former as "dokusho" (reading) and the latter as "jinkaku" (char-
acter).


